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インド、タイで大きな被害を受けた。この地震・津波による被災者は約二〇六万人、死者・行方不明者は約二三万人、被害総額は六八億ドルを超えた（参考文献②） 。インドネシアでは人的被害や建物の損壊が大きく、浸水によりアチェの近現代史の基礎的文献などが被害を受けている（西論文） 。この津波による苦難を乗り越えるため、インドネシア国家開発企画庁は、被災地域 お る図書館やドキュメントセンター 含む保健・教育・社会福祉分野 復興・再建計画をたてた（参考文献③） 。スリランカでは、全国学校図書館九七九〇校のうち一八二校が被災し、また、全国公共図書館九五〇館のうち六二館が被災し二 館が全壊した。そのほか仏教寺院付属の図書 六八館も被害を受けている（東川論文） 。　
二〇〇八年五月に発生した四川









大地震の直前にはミャンマーに巨大なサイクロンが直撃し、死者・行方不明者は約一四万に上った。一〇〇〇を超える図書館 も被害をもたらしている（小林論文） 。さらに、二 一〇年一月にはハイチで大地震が発生し、死者は約三一万六〇〇〇人、被害額約七八億ドルの被害をもたらした（参考文献④） 。この地震で 首都ポルトープランスにある大学図書館の半数以上が壊滅的ダメージ 受け 無数の書籍が破壊され、学校、大学、地域の図書館が閉鎖を余儀なくされた（ブクエ・キストマーカ 論文） 。東日本大震災においては二五一の図書館が建物被害を受け、そのうち公立図書館七館が全壊し、図書館職員の死者・行方不明者一〇人が報告されている（参考文献⑤） 。　
災害には「自然災害」のほか、





災の際、書籍の落下や書架の倒壊のほか、天井や壁、床など 建物被害や漏水が発生した。本格的な災害復旧工事は二〇一二年二月からであった。良好な図 館サービスを実現していくため、復旧に当たってはこれらの図書館ファシリティ（施設とその環境）に重点をおいた。さらに、復旧から復興に向けての一歩としてラーニング・コモンズ（学習するための共有スペース） の新設を実現している （米澤論文） 。　
インドネシアのアチェ州ではス
マトラ沖地震津波発生前は武力紛争下であったため、アチェに関わる文書のデジタル化やカタログ作成はアチェ州外で進められてい
た。災害後、復興に向けてアチェ ・ニアス復興再建庁では、関係各省庁を横断して地域の資料の共有化をはかった。 現在においてもアチェ州では図書館機能を強化する動きが活発にみられ、外国からの支援により資料のデジタル化やカタログ作成を実施している（西論文） 。　
タイのタマサート大学図書館で



























界のどこでも起こりうるものであり、いままでみてきたように図書館にも大きな被害をもたらしている。いざ大災害が起きた時の備えとして、防災計画を立てておくとともに、非常時に適切 行動がとれるような仕組みを整備しておくことが必要である。災害が発生しないケニアの図書館ではほとんど防災対策に関して関心が薄く、火災に対する最低限の設備 とどまっている。日本でも地震に対するマニュアル どを整備 い図書館は少な だろう。二〇一二年五月に日本図書館協会から『みんなで考え 図書館の地震対 ：減災へつなぐ』とうマニュアル作成ガイドが出版された。東日本大震災の記録が薄れていく前に、早いうちに各図書館においてアルを準備しておきたい。東日本大震災の復旧が進んでいくなかで、多くの支援や情報がある もかかわらず、被災者と支援者をなぐパイプが不足し、かえって被災者の負担を増加してしまったという意見がある（参考文献⑦） 。


















 国立国会図書館関西館 ［二〇 六］『スマトラ沖地震・津波による文書遺産の被災と復興支援―平成一七年度国立国会図書館公開セミナー記録集』 （図書館研究シリーズ三九号） 。
④
 外務省［二〇一二］ 『我が国のハイチ復旧・復興支援概要』 。
⑤
 国立国会図書館関西館 ［二〇一二］『東日本大震災と図書館』 （図書館調査研究リポート一三号） 。
⑥
 越澤明著［二〇一二］ 『大災害と復旧・復興計画』
　
岩波書店。
⑦
 「特集：東日本大震災から一年を経て」 『情報管理』
　
五二巻一二号二
〇一二年三月
　
科学技術振興機構。
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